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重 点 目 標 具 体 的 取り組み 主担当 現   状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 
判定 
基準 

備考 

1 指導力の
向上 

【ＩＣＴ活用による授業改善】 
タブレット端末を授業の充実の
ためのツールとして活用し、個
別最適な学びと協働的な学びの
実現を図る。 

教務課 
 
全学部 

ＩＣＴを活用した効果的な授業展開や教材
を検討しながら、実践の成果と課題の整理
に取り組んでいる。今後はさらに、児童生
徒の資質・能力を育成するためのツールと
してＩＣＴを活用し、授業改善の取り組み
を進める必要がある。 

【努力指標】 
タブレット端末を、授業の目的
を達成するための手段として活
用している。 

タブレット端末を、授業の目標を達成するため
の手段として活用できたと感じる教員の割合は  
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上 
で達成 

評価者
：教員 

【取り組みの情報発信】 
ＩＣＴ活用や教科指導の取り組
み等を、通信やホームページ等
で定期的に発信し、家庭や地域
に周知する。 

情報課 ＩＣＴ活用や教科指導の取り組みを保護者
や地域の方々にホームページ等で伝えた
り、授業参観を実施したりして周知し、理
解や協力を得ながら取り組みを進めていく
必要がある。 

【満足度指標】 
授業や家庭学習等でのタブレッ
ト端末の活用が、児童生徒の学
習の理解を進めるために効果が
あると感じられる。 
 
（保護者アンケート） 

授業参観やホームページにより学習の様子がわ
かり、タブレット端末を使った学習に効果があ
ると感じる保護者の割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上 
で達成 

評価者
：保護者 

【研修の充実】 
ＩＣＴ活用と新学習指導要領を
踏まえた教科指導の充実のた
め、外部講師も活用して研修の
充実に取り組む。 

研修 
研究課 

校内研修においてはＩＣＴ活用力を磨いて
きたが、今後は授業の目標達成のためにタ
ブレット端末を効果的に活用し、授業の充
実を図っていく。外部講師から指導や助言
を得て、授業づくりに生かしたい。 

【成果指標】 
研修での学びを授業に取り入れ
たり、講師の助言を参考に自分
の授業を改善したりする。 

研修での学びを授業に取り入れて、または助言
を生かして授業改善ができた教員の割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上 
で達成 

評価者
：教員 

２ 災害に 
備える 

【危機管理体制の更新と防災教
育の充実】 
防災教育年間指導計画の見直し
と更新を行い、系統的・計画的な
防災教育に取り組む。 

学校 
安全課 
 
全学部 

昨年度は、防災教育年間指導計画に沿って
実施したことにより、児童生徒の防災意識
を高め、具体的な行動への理解が進んだ。
昨年度の課題を整理し、引継ぎを生かしな
がら、各部の系統性を見直し、児童生徒が
主体的に防災教育に取り組めるよう、より
充実するように計画をする。また、社会の
情勢に合わせて刷新していく。 

【成果指標】 
発達段階に応じた防災教育を実
施し、児童生徒の防災意識が高
まったり、主体的に防災学習に
取り組んだりしている。 

児童生徒の防災意識がより高まり、主体的に防
災学習に取り組むことができたと感じる教員の
割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上 
で達成 

評価者
：教員 

【満足度指標】 
学校の防災教育への取り組みに
満足している。 
 
（保護者アンケート） 

防災、安全教育の取り組みについて満足してい
る保護者の割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上
で達成 

評価者
：保護者 

３ 
 
コロナ禍
と生徒増
を踏まえ
た体制整
備 

【基本的な感染症対策の継続】 
学部に応じた指導内容を定め、
児童生徒が感染症について正し
く理解し、予防に主体的に取り
組む。 

保健 
体育課 

これまでの様々な取り組みにより感染症対 
策は定着してきたが、最近はこの生活様式 
に慣れ、少しずつ意識が薄れてきているよ 
うに感じられる。児童生徒の感染症対策に 
対する意識を維持していく必要がある。 

【満足度指標】 
感染症について、児童生徒の発
達段階に応じた指導を適切に行
っている。 

児童生徒が感染症について正しく理解し、感染
予防ができるよう継続した指導を行っている教
員の割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上
で達成 

評価者
：教員 

【行事等の工夫】 
コロナ禍での儀式的・体育的・文
化的行事を、実情に合わせ工夫
して行う。 
 

生徒課 
 
総務課 

コロナ禍での各行事の感染症対策を行う上
で、児童生徒が一同に集まり行事を実施す
ることが難しくなっている。さらに、児童
生徒数増もあり、より工夫して行事を計画
することが必要である。 

【努力指標】 
コロナに対応して行事の実施方
法や会場等について課題を整理
し、工夫して実施する。 

行事の実施についてコロナに対応した課題の整
理や工夫ができたと感じた教員の割合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上
で達成 

評価者
：教員 

４ 業務の 
改善 

【業務の効率化】 
業務について課題を整理し、Ｉ
ＣＴ活用を図りながら課の実情
に応じた課題解決を目指し、業
務の効率化に取り組む。 

教頭 
 
各課 

個人目標を設定したことで意識が高まり、
業務の効率化を図ることができた。各課の
実情に応じて課題を整理し、業務の効率化
と改善に取り組む必要がある。 

【成果目標】 
各課の課題を整理し、業務の効
率化、改善に向けて目標を設定
して取り組む。 

業務の効率化、改善に向け各課の実情に応じた
目標を設定し、改善を図ることができた課の割
合は 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｂ以上
で達成 

評価者
：教員 
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